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資料４ 



課題（１）児童の安全確保を最優先した一時保護の実施について

〇乳児院での一時保護

〇「社会的養護の課題と将来像」で示されている乳児院の役割

〇「乳児院の将来ビジョン検討会報告書」（平成24年9月 全国乳児福祉協議会）

○乳幼児の生命を守り、心身及び社会性の健全な発達を促進する養育機能

○被虐待児・病児・障害児等への対応ができる乳幼児の専門的養育機能

○早期家庭復帰を視野に入れた保護者支援とアフターケア機能
（在所期間は１か月未満が26％、６か月未満を含めると48％）
○児童相談所から乳児院に一時保護委託を受けることが多く、乳児の一時保護機能

○子育て支援機能（育児相談、ショートステイ等）

児童相談所に付設されている一時保護所は、乳児に必要な設備や職員配置がなされておらず、乳児の場合は、緊急の
医療的手立てが必要な場合を除き、乳児院に一時保護を行うことが通例となっている。他の施設種別と大きく異なる点の
一つであり、乳児院で一時保護を行うということは、一連の手立てが行われないまま乳児院の生活が始まることを意味し
ており、同時に一時保護期間に行うべき本来の手立てを、乳児院は児童相談所と協働して行うことが求められている。

乳児院の一時保護の主要な目的は、①子どもの安全確保 ②ケースのアセスメント ③子どもや家族が抱えた課題や
解決や乳児の健全な育ちを支えること。

（乳児院運営ハンドブック 厚生労働省雇用均等・児童家庭局家庭福祉課より）

社会的養護全体並びに乳児院における現状と課題を受け、乳児院は今後どのような役割を社会から求められるのか。
また、それをどのようにすれば果たすことができるのかを、改めて専門的機能を具体的に整理再編し、平成24年9月に
「乳児院将来ビジョン検討委員会報告書」として示した。

（１）必須機能と選択的な機能
必須機能→①一時保護所機能 ②専門的養育機能 ③親子関係育成機能 ④再出発支援機能 ⑤アフターケア機能
選択機能→地域子育て支援機能

（２）展開過程に即したアセスメントの充実
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〇一時保護の現状と課題（対応）
≪平成25年度 全国乳児院の一時保護実態調査（集計中のデータ）全国乳児福祉協議会≫より抜粋

一時保護委託日数： ２か月以上 約16％
保護解除後の行先： 家庭49％ 施設39％（内、同乳児院に措置入所89％）
一時保護前の場所： 家庭70％ 病院14％ 警察3％

①乳幼児の安全を守るには早期の適切な介入

・要支援児童と要保護児童が混在して一時保護委託され、要支援ケース対応が手薄

・とくに要支援の乳幼児やその家族への早期支援は、これまでも乳児院で実施

・児童相談所が現在の機能を果たすには絶対的に人員不足であり、市町村と児童相談所の連携も課題

②「子どものアセスメント」と「家族のアセスメント」「親子の関係性アセスメント」
・乳幼児は言葉で表現できず児童相談所の一時保護所を介さぬことから、援助指針に子どもの状態像が反映され

にくく、保護者の申請理由が中心となる。アセスメントの共有方法は検討必要

・委託時のリスクアセスメントが、解除時の可否判断を左右するので重要。乳児院では一時保護後にネグレクトが判明

③一時保護委託時の情報提供や入所前健康診断等は、各児童相談所でバラつき

・調査で、アセスメントに必要な情報提供が「不十分と感じている」乳児院は、「提供されていない」を加えると60％超
・委託される子どもはもちろん、すでに生活している子どもの安全を保障するためにも感染症や疾病や障害、アレルギー

等の委託前健康診断や医学情報は喫緊に必要で、統一の情報提供シートを検討したい

・乳児院の入所児の約60％が心身に何らかの課題を持っている現状がある

④乳児院に通例化されている一時保護機能
・夜間緊急一時保護などの待機と対応、通院や入院などへの対応

・アセスメント機能強化への手立て



課題（２）親子関係調整のための取組について

〇乳児院における親子関係再構築支援

〇「社会的養護の課題と将来像」で示されている乳児院の役割

〇「乳児院の将来ビジョン検討会報告書」(平成24年9月 全国乳児福祉協議会）

○乳幼児の生命を守り、心身及び社会性の健全な発達を促進する養育機能

○被虐待児・病児・障害児等への対応ができる乳幼児の専門的養育機能

○早期家庭復帰を視野に入れた保護者支援とアフターケア機能
（在所期間は１か月未満が26％、６か月未満を含めると48％）
○児童相談所から乳児院に一時保護委託を受けることが多く、乳児の一時保護機能

○子育て支援機能（育児相談、ショートステイ等）

入所中のケアとともに乳児院にとって大切な役割の一つが、家族（親）支援である。親と離れて乳児院で生活する子ど
もたちが再び親元で一緒に暮らせることを目指し、乳児院はこれまで親子調整に力を注いできた。親に代わり子どもとの
愛着関係を結ぶとともに家族（親）との信頼関係を深め、また親子の絆を断ち切らぬよう十分配慮した支援を行ってきた。
とりわけ1999年には、家庭支援専門相談員がいち早く乳児院に配置され、親対応や児童相談所との連携がより一層図ら
れてきた経緯がある。2011年度に心理療法担当職員が配置され、子どもの心身の発達状況を心理的なケアを行い、担
当養育職員へのコンサルテーションや家族支援の一旦を担うなど、乳児院の持つ「親子関係を育成する機能」がより専門
的に強化された。

（乳児院運営ハンドブック 厚生労働省雇用均等・児童家庭局家庭福祉課より）

３．親子関係育成機能（家族支援、家族の再構築支援）

家族の再構築を行うにあたり、入所時に保護者を含めた家族へのアセスメントを十分に行っておく必要がある。保護者
は様々な課題を抱えている。これらは日々の生活を困難にすると同時に、虐待に通じるリスク要因にもなり得るものであ
る。そのためこれらのリスク要因の有無や程度を評価し、具体的な手立てを講じる必要がある。また虐待ケースは家庭
復帰や外泊時に再び虐待を受けることがないよう、検討の際には児童相談所との協働によるリスクアセスメントが必須
である。面会や家庭復帰や外泊が可能なケースは、親子関係に注目した「保護者と子どもの関係性アセスメント」が重要
となる。

アプローチは、次の段階で進めることが重要である。①家族との関係を構築し、子どもと家族の安全なかかわりの場が
継続できるよう支える ②家族の負担の低減や消去に向けた支援 ③保護者自身への治療教育的な支援 ④保護者と
子どもの関係改善に向けたアプローチ ⑤家庭復帰に向けた支援



〇乳児院の家庭復帰率
≪平成25年度 全国乳児院入所状況実態調査/全国乳児院充足調査（全国乳児福祉協議会）≫より抜粋

退所先 家庭復帰 50％ 他施設 33％（児童養護、知的障害児、肢体不自由児、医療型障害児入所等）
里親委託・養子縁組 15％

在所期間 １か月未満 13％、６か月未満を含めると34％、１年未満では半数（50％）
入所理由 新規入所児童数2,159人中 虐待35％ 父母の精神疾患18％（内、母の精神疾患17％）
入所児童の心身の状況 健全39％ 病虚弱児29％ 障害児3％ 被虐待児

〇家族再構築支援の現状と課題

①入所前の説明に始まり、入所中、退所時、アフターケアまでアセスメントをもとに家族支援に取り組む

・保護者の意向、子どもの状態を含めた児童相談所との協議

・保護者の困りごとに届く支援とアセスメント力の向上

②家庭復帰率が低下（平成元年70％→H25年度50％）
・保護者の精神疾患等の要因の複雑さと子どもの要因（病虚弱児

や障害児）の増加は、復帰時期の見極め必要

・頻回な面会と気分障害、不安に付き合う相談員への支援と児童相談所

との役割分担の検討

③担当養育者との愛着関係を保護者につなぐ

・子どもへの気持ちや養育意欲の形成を支援

・医療、療育、体調悪化の際の対応支援

④家庭引取りに向けての支援

・24時間365日単体家族での養育になることを前提に支援
・児童相談所(きずな事業や親子支援チーム）との連携
・地域の支援ネットワークづくりへの関係者会議はまだ弱い

⑤アフターケアが大切

・実家機能

・行政やあらゆる支援を申請できる力と支援
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